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EMQX Serverless は

（１）ユーザー名とパスワード認証、TLS/SSL による認証などの MQTT の

認証方法を使用できるため安全です。

（２）１か月あたり100万「接続分」の無料割当量があり、これ以内であれば

無料で使用できるので、小規模な MQTT の利用であれば無料で使用できます。
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１．サービスを利用するためには、下記のURLにアクセスします
https://www.emqx.com/ja/cloud/serverless-mqtt



２．ログイン画面になります

「ログイン」
をクリック
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３．新規に利用するために、ログイン情報を入力する

「名前」と「姓」を入
力する

「メールアドレス」を
入力する
(Gmailがいいかも)

「パスワード」を入力
する(半角英数の2種類
を使う)

「会社」名を入力する

「国」は Japan を選ぶ

「電話番号」を入力する
(携帯電話番号にする)

すべてを入力したら「トライア
ル開始」をクリックする
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４．登録したメールアドレスにアクティブ化メールが届くの
で確認する
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５．登録したメールアドレスを開くと以下のメールが届いています

「検証メールボックス」をク
リックして登録を完了する
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６．ログイン画面になるので、登録したメールアドレスと
パスワードを入力します

ログイン画面のURLは以下です
https://accounts.emqx.com/ja/signin?continue=https://cloud-intl.emqx.com/console/

登録した「メールアド
レス」を入力する

登録した「パスワー
ド」を入力する

「ログイン」をクリック
してログインする
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７．使用するEMQX Platformを設定する

「Serverlessタイプ」をクリックして選択する

「リージョン」（地域）はAsia-Pacificを選ぶ

7



８．使用する消費限度額を設定します

１．「月間最高消費」は０にす
る
→無料枠のみ利用することを意
味します

３．チェックボックスにチェックを入れる

４．「今すぐ導入」をクリックする２．「デプロイメント名」を入力す
る→例として kashi1 としました
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９．Default Projectを確認する （１）

１．デプロイメントの名称が、例とし
て入力した kashi1になっていますね

２．デプロイメント (Serverlessタイプと
書いてある）の枠内をクリックする
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９．Default Projectを確認する （２）

MQTT接続情報が
表示されるので確認します
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９．Default Projectを確認する （３）
MQTT接続情報の確認

「接続先」はマイコン、スマホの
クライアントアプリに書き込む、
MQTTブローカーのアドレスです

MQTT Serverless で使用できる
ポートはこの２つのポートです
マイコンのMQTTクライアントアプ

リでは 8883 ( MQTT over TLS/SSL )
を使用します

TLS/SSL 認証で使う証明書をここからダウ
ンロードできます
ダウンロードした証明書内の文字列をマイコ

ンのクライアントアプリに貼り付け使用します



ダウンロードした
TLS/SSL 証明書です

有効期限 2006/11/10 ～ 2031/11/10

-----BEGIN CERTIFICATE-----

MIIDrzCCApegAwIBAgIQCDvgVpBCRrGhdWrJWZHHSjANBgkqhkiG9w0BAQUFADBh

MQswCQYDVQQGEwJVUzEVMBMGA1UEChMMRGlnaUNlcnQgSW5jMRkwFwYDVQQLExB3

d3cuZGlnaWNlcnQuY29tMSAwHgYDVQQDExdEaWdpQ2VydCBHbG9iYWwgUm9vdCBD

QTAeFw0wNjExMTAwMDAwMDBaFw0zMTExMTAwMDAwMDBaMGExCzAJBgNVBAYTAlVT

MRUwEwYDVQQKEwxEaWdpQ2VydCBJbmMxGTAXBgNVBAsTEHd3dy5kaWdpY2VydC5j

b20xIDAeBgNVBAMTF0RpZ2lDZXJ0IEdsb2JhbCBSb290IENBMIIBIjANBgkqhkiG

9w0BAQEFAAOCAQ8AMIIBCgKCAQEA4jvhEXLeqKTTo1eqUKKPC3eQyaKl7hLOllsB

CSDMAZOnTjC3U/dDxGkAV53ijSLdhwZAAIEJzs4bg7/fzTtxRuLWZscFs3YnFo97

nh6Vfe63SKMI2tavegw5BmV/Sl0fvBf4q77uKNd0f3p4mVmFaG5cIzJLv07A6Fpt

43C/dxC//AH2hdmoRBBYMql1GNXRor5H4idq9Joz+EkIYIvUX7Q6hL+hqkpMfT7P

T19sdl6gSzeRntwi5m3OFBqOasv+zbMUZBfHWymeMr/y7vrTC0LUq7dBMtoM1O/4

gdW7jVg/tRvoSSiicNoxBN33shbyTApOB6jtSj1etX+jkMOvJwIDAQABo2MwYTAO

BgNVHQ8BAf8EBAMCAYYwDwYDVR0TAQH/BAUwAwEB/zAdBgNVHQ4EFgQUA95QNVbR

TLtm8KPiGxvDl7I90VUwHwYDVR0jBBgwFoAUA95QNVbRTLtm8KPiGxvDl7I90VUw

DQYJKoZIhvcNAQEFBQADggEBAMucN6pIExIK+t1EnE9SsPTfrgT1eXkIoyQY/Esr

hMAtudXH/vTBH1jLuG2cenTnmCmrEbXjcKChzUyImZOMkXDiqw8cvpOp/2PV5Adg

06O/nVsJ8dWO41P0jmP6P6fbtGbfYmbW0W5BjfIttep3Sp+dWOIrWcBAI+0tKIJF

PnlUkiaY4IBIqDfv8NZ5YBberOgOzW6sRBc4L0na4UU+Krk2U886UAb3LujEV0ls

YSEY1QSteDwsOoBrp+uvFRTp2InBuThs4pFsiv9kuXclVzDAGySj4dzp30d8tbQk

CAUw7C29C79Fv1C5qfPrmAESrciIxpg0X40KPMbp1ZWVbd4=

-----END CERTIFICATE-----
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９．Default Projectを
確認する （４）



９．Default Projectを確認する （５）

左端の「アクセス制御」の
右の∨をクリックします

「認証」が現れるので
クリックします
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１０．MQTTクライアントアプリが認証用に設定する
「ユーザー名」と、「パスワード」を入力します １

クライアントアプリが認証用に使用する「ユーザー名」と
「パスワード」を入力する画面になります
（注意）このスライドの3ページ目で設定したログインID, パス
ワードとは違います。 ここで設定中のMQTTサービス EMQX 
Serverless を使って MQTT による通信を行うマイコンやスマ
ホのMQTTクライアントアプリに、使用者が設定するユーザー
名とパスワードのことです

「追加」をクリックします
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「認証」をクリックします。EMQX Serverless を使ってMQTTの通信を行うデバイス
のクライアントアプリに設定した「ユーザー名」と「パスワード」を登録します



１０．MQTTクライアントアプリが認証用に設定する
「ユーザー名」と「パスワード」を入力します ２

「ユーザー名」欄にユーザー名を、
「パスワード」欄にパスワードを
半角英数記号を用いて入力してか
ら「確認」をクリックします。
使用するマイコン、スマホのク

ライアントアプリに設定したユー
ザー名とパスワードと同じにする
必要があります。
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system

seigyo

例として、system としました

例として、seigyo としました



１１．認証用に設定した「ユーザー名」を確認する １

１．設定したユーザー名
が表示されます

16

system

２．また「追加」をクリックして、使用す
るマイコン、スマホのクライアントアプリ
に設定したユーザー名とパスワードを登録
しましょう



１１．認証用に設定した「ユーザー名」を確認する ２
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例として４つのユーザー名（パスワードも）を「認証」に登録してみました



１１．認証用に設定した「ユーザー名」を確認する ３
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「認証」への登録が完了したデ
バイスは、MQTTによる通信が
できる状態になります。

早速、MQTTを試し
てみてください！

• 次ページ以降の説明は、トピックに対する「アクセス承認」の設定法です。トピッ
ク毎に Subscribe / Publish の「許可／拒否」の設定を行いたい方はご覧ください。

• このトピック毎の Subscribe / Publish の「許可／拒否」の設定が不要の方は、最後
のページをご覧になってログアウトしてください。
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１２．「アクセス承認」を設定する １

２．「ユーザー名」タブをクリッ
クする

３．「追加」をクリックする

１．「アクセス承認」を
クリックする

「アクセス承認」で、トピック毎に Subscribe / Publish の「許可／拒否」の設定を行うことができます

（注意）「アクセス承認」で
Subscribe / Publish の「許可／拒
否」の設定を行わないトピックは、
Subscribe / Publish は「許可」さ
れます。そのため、特定のトピッ
クに対し「拒否」したいときに
「アクセス承認」で設定します。
（「アクセス承認」はデフォルト
でブラックリストモードだからで
す）
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１２．「アクセス承認」を設定する ２

１．「認証」で設定した
ユーザー名を入力します

２．「追加」を
クリックします
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１２．「アクセス承認」を設定する ３

１．このユーザー名で使用す
るトピックを入力します。
例として topi を入力しました

２．トピックに対する操作「アクション」を選択しま
す。例として Publish & Subscribe を選択しました。

３．topi によるPublish & Subscribeを有
効にするとき「許可」を選択します。

topi によるPublish & Subscribeを無効
にするときは「拒否」を選択します。
今回は「拒否」を選択して無効にします。

４．「確認」を
クリックします
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１２．「アクセス承認」を設定する ４

ユーザー名に先ほど入力した system が表示されます
左側の > をクリックします



23

１２．「アクセス承認」を設定する ５

⚫ 先ほど入力した「トピック」に topic 、「アクション」に Publish & Subscribe 、
「許可／拒否」に「拒否」が表示され入力を確認できます。
この場合、トピック topic による Publish & Subscribe はできなくなります。

⚫ 「アクセス承認」で設定していないトピックは Publish & Subscribe 共に許可され
ます（デフォルトでブラックリストモードなので）



１３．ログアウトします
１．右上のアイコンをクリックします
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２．「ログアウト」をクリックします


